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機能、テンプレート、サービス、
およびユーザの設定

Cisco Unified IP Phone をネットワークに設置し、ネットワークの設定値を設定し

て、IP Phone を Cisco Unified Communications Manager に追加した後は、Cisco

Unified Communications Manager の管理ページを使用して、コミュニケーション

機能を設定する必要があります。必要に応じて、電話テンプレートの修正、サー

ビスのセットアップ、ユーザの割り当ても行います。

この章では、これらの設定およびセットアップについて、手順の概要を示しま

す。これらの手順の詳細については、Cisco Unified Communications Manager のマ

ニュアルを参照してください。

機能に関する情報をユーザに提供する方法、および提供する内容に関する推奨事

項については、付録 A「ユーザへの情報提供」を参照してください。

英語以外の環境での電話機のセットアップについては、付録 C「各言語ユーザの

サポート」を参照してください。

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能（P.5-2）

• 社内ディレクトリとパーソナル ディレクトリの設定（P.5-21）

• 電話ボタン テンプレートの変更（P.5-23）

• ソフトキー テンプレートの設定（P.5-24）

• サービスのセットアップ（P.5-25）

• Cisco Unified Communications Manager へのユーザの追加（P.5-26）
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Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
• ユーザ オプション Web ページの管理（P.5-27）

Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
Cisco Unified IP Phone を Cisco Unified Communications Manager に追加した後、電

話機に機能を追加できます。表 5-1 に、サポートされているテレフォニー機能の

リストを示します。これらの多くは、Cisco Unified Communications Manager の管

理ページを使用して設定できます。この表の「設定の参照先」欄は、設定の手順

と関連情報が記載された Cisco Unified Communications Manager マニュアルを示

しています。

これらのほとんどの機能に関する、電話機での使用方法の詳細については、

『Cisco Unified IP Phones 7906G/7911G 電話ガイド』を参照してください。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページには、各種のテレフォニー機

能を設定するためのサービス パラメータもいくつかあります。サービス パラ

メータおよびそれらが制御する機能の詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager アドミニストレーション ガイド』を参照してください。
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Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能

機能 説明 設定の参照先

固定短縮ダイヤル

機能

ユーザは、短縮ダイヤル エントリを 99

個まで設定できます。電話機の短縮ダイ

ヤル ボタンに割り当てない短縮ダイヤ

ル エントリは、固定短縮ダイヤル機能

に使用されます。ユーザが番号のダイヤ

ルを開始すると、［短縮］ソフトキーが

表示され、適切なインデックスを入力す

ることで任意の短縮ダイヤル エントリ

にアクセスできます。

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション 
ガイド』の「Cisco Unified IP Phone 
の設定」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone」の章

オーディオ メッ

セージ受信インジ

ケータ

ハンドセット、ヘッドセット、またはス

ピーカフォンから聞こえるスタッター

音により、ユーザが回線で新しいボイス

メッセージを 1 つ以上受信したことが

示されます。

（注） スタッター音は回線によって異
なります。この音が聞こえるの
は、使用中の回線でメッセージ
を受信した場合のみです。

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション 
ガイド』の「メッセージ受信の設

定」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の

「Cisco Unified Communications 
Manager へのボイスメールの接続

性」の章

自動応答 着信コールを受信したときに、スピーカ

フォンを自動的にオフフックにします。

ユーザは、スピーカを使用してコールを

モニタできますが、発信者と話す場合は

ハンドセットを取り上げる必要があり

ます。

詳細については、『Cisco Unified 

Communications Manager アドミニスト

レーション ガイド』の「電話番号の設

定」の章を参照してください。
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Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
割り込み ユーザは、シェアドライン上で進行中の

コールに参加できます。電話機は、割り

込みを次の 2 つの会議モードでサポー

トしています。

• ターゲット デバイス（割り込まれ

る側の電話機）の組み込み会議ブ

リッジ。このモードでは、［割込み］

ソフトキーを使用します。

• 共有会議ブリッジ。このモードで

は、［C 割込］ソフトキーを使用し

ます。

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション 
ガイド』の「Cisco Unified IP Phone 
の設定」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager 機能およびサービス ガイ
ド』の「割り込みとプライバシー」

の章

外線から外線への

転送のブロック

外線コールをユーザが別の外線コール

に転送することを禁止します。

詳細については、『Cisco Unified 

Communications Manager 機能および

サービス ガイド』の「External Call 

Transfer Restrictions 機能」の章を参照し

てください。

コール表示の制限 発信回線および接続回線について表示

する情報を、コールに関係する通話相手

に応じて決定します。

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unif ied Communications
Manager アドミニストレーション
ガイド』の「Cisco Unified IP Phone
の設定」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の

「ルート プランの概要」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager 機能およびサービス ガイ
ド』の「Call Display Restrictions 機
能」の章

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定の参照先
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Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
コール転送 ユーザは、着信コールを別の番号にリダ

イレクトできます。コール転送オプショ

ンには、不在転送、話中転送、無応答時

転送、およびカバレッジなし時転送があ

ります。

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション
ガイド』の「電話番号の設定」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「Cisco
Unified IP Phone」の章

コール転送の宛先

の無効化

管理者は、Call Forward All（CFA; 不在

転送）の転送先が CFA の転送元にコー

ルを発信する場合には CFA を無効にす

ることができます。この機能により、

CFA の転送先は、重要なコールがある

場合に CFA の転送元に到達できるよう

になります。この無効化は、CFA の転

送先の電話番号が内部か外部かに関係

なく動作します。

詳細については、『Cisco Unified 

Communications Manager システム ガイ

ド』の「Cisco Unified IP Phone」および

「電話番号の概要」の章を参照してくだ

さい。

コール パーク コールを保留にして、Cisco Unified 

Communications Manager システムに接

続されている任意のユーザがコールを

受信できるようにします。

（注） ［パーク］ソフトキーを使用して
いる場合は、ダイレクト コール
パーク機能を設定しないでくだ
さい。これは、ユーザが 2 つの
コール パーク機能を混同して
しまうのを防ぐためです。

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション
ガイド』の「コール パーク」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager 機能およびサービス ガイ
ド』の「コールパークとダイレク

ト コールパーク」の章

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定の参照先
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コール ピックアッ

プ

ユーザは、自分のピックアップ グルー

プに属する別の電話機で呼出音が鳴っ

ている場合に、そのコールを自分の電話

機にリダイレクトできます。

電話機のプライマリ回線に、音声による

通知と画面表示による通知のいずれか

一方または両方を設定できます。このア

ラートによって、ピックアップ グルー

プ内でコールの呼び出しがあることが

通知されます。

詳細については、『Cisco Unified 

Communications Manager アドミニスト

レーション ガイド』の「コール ピック

アップ グループ」の章を参照してくだ

さい。

コール録音 スーパーバイザは、アクティブなコール

を録音できます。コールが録音されてい

る間、ユーザには断続音（ビープ音）が

聞こえる場合があります。

詳細については、『Cisco Unified 

Communications Manager 機能および

サービス ガイド』の「モニタリングと

録音」の章を参照してください。

コール待機 最初の着信コールを接続したまま、同じ

回線で 2 番目のコールを受信できます。

詳細については、『Cisco Unified 

Communications Manager システム ガイ

ド』の「電話番号の概要」の章を参照し

てください。

発信者 ID 発信者の電話番号と名前を表示します。 詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション
ガイド』の「電話番号の設定」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「ルー

ト プランの概要」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager 機能およびサービス ガイ
ド』の「Call Display Restrictions 機能」

の章

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定の参照先
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発信者 ID ブロッ

ク

ユーザの電話番号または電子メール ア

ドレスが表示されないようにします。

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「ルー

ト プランの概要」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション
ガイド』の「電話番号の設定」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション
ガイド』の「SIP プロファイルの設

定」の章

Cisco Call Back ユーザは、コール先が通話可能な状態に

なった場合、Cisco Unified IP Phone 上で

コール バック通知を受信できます。

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「Cisco
Unified IP Phone」の章

• 『Cisco Unif ied Communications
Manager 機能およびサービス ガイ
ド』の「コールバック」の章

Client matter codes

（CMC）

（SCCP 電話機の

み）

コールが特定のクライアント マターに

関連するように指定できます。

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション
ガイド』の「Client Matter Code」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager 機能およびサービス ガイ
ド』の「Client Matter Codes と Forced
Authorization Codes」の章

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定の参照先
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会議 • ユーザは、各参加者を個別に呼び出

して、複数の通話相手と同時に話す

ことができます。会議機能には、会

議、参加、C 割り込み、およびミー

トミーがあります。

• 標準（アドホック）会議では、開催

者以外でも参加者を追加または削

除できます。また、どの会議参加者

でも同じ回線上の 2 つの標準会議

を結合できます。

• 詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager システム
ガイド』の「Cisco Unified IP Phone」
および「会議ブリッジ」の章を参照

してください。

• これらの機能を有効にするには、

サービス パラメータの［Advance
Adhoc Conference］（Cisco Unified
Communications Manager の管理

ページではデフォルトで無効に

なっています）を使用します。 

（注） ユーザに対し、これらの機能が
アクティブであるかどうかを必
ず通知してください。

設定可能なコール

転送表示

コールの転送時に電話機に表示する情

報を指定できます。この情報には、発信

者の名前、発信者の電話番号、リダイレ

クト先の電話番号、および最初にダイヤ

ルされた電話番号を含めることができ

ます。

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション
ガイド』の「電話番号の設定」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone」の章

ダイレクト コール

パーク

ユーザは、アクティブなコールを使用可

能なダイレクト コール パーク番号に転

送できます。［転送］ソフトキーを押し

てから、ダイレクト コール パーク番号

をダイヤルすると、コールが保存されま

す。 

• 詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager 機能およ
びサービス ガイド』の「コールパー

クとダイレクト コールパーク」の

章を参照してください。

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定の参照先
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直接転送 確立されている 2 つのコール（保留中ま

たは接続済みのコール）を結合し、1 つの

コールにして、機能を開始したユーザを

コールからドロップします。打診コール

が開始されたり、アクティブなコールが

保留になったりすることはありません。

詳細については、『Cisco Unified 

Communications Manager システム ガイ

ド』の「Cisco Unified IP Phone」の章を

参照してください。

サイレント（DND） DND をオンにすると、コールが呼び出

し状態になっても呼出音が鳴らなくな

ります。

［サイレント］ソフトキーを含むソフト

キー テンプレートを使用するように電

話機を設定できます。

Cisco Unified Communications Manager の

管理ページでは、次の DND 関連のパラ

メータを設定できます。

• ［サイレント（Do Not Disturb）］：こ
のチェックボックスを使用すると、
DND を電話機ごとに有効にするこ
とができます。［デバイス］>［電
話］>［電話の設定］を選択します。

• ［DND 着信呼警告（DND Incoming
Call Alert）］：電話機で DND がアク
ティブのときに着信コールに対し
て発生させるアラートのタイプを
選択します。このパラメータは、［共
通の電話プロファイル（Common
Phone Profile）］ウィンドウと［電話
の設定（Phone Configuration）］ウィ
ンドウの両方にあります（［電話の
設定（Phone Configuration）］ウィン
ドウの値が優先されます）。

• BLF ステータスに DND を含める：
ビジーまたはアイドル状態を DND
ステータスで上書きできます。

『Cisco Unified Communications Manager

機能およびサービス ガイド』の「サイ

レント」の章

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定の参照先
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エクステンション

モビリティ

ユーザは、任意の Cisco Unified IP Phone

から各自の電話番号にログインできま

す。

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager 機能およびサービス ガイ
ド』の「Cisco エクステンション モ

ビリティ」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「Cisco
エクステンション モビリティ機能

および電話機へのログイン機能」の

章

ファースト ダイヤ

ル サービス

ユーザは、ファースト ダイヤル コード

を入力してコールを発信できます。

ファースト ダイヤル コードは、電話番

号または［個人アドレス帳］エントリに

割り当てることができます。この表の

「サービス」を参照してください。

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション 
ガイド』の「IP Phone サービスの

設定」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「Cisco
Unified IP Phone サービス」の章

Forced 

Authorization Code

（FAC）

（SCCP 電話機の

み）

特定のユーザが発信できるコールのタ

イプを制御します。

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション
ガイド』の「Forced Authorization
Code」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager 機能およびサービス ガイ
ド』の「Client Matter Codes と Forced
Authorization Codes」の章

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定の参照先
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第 5 章      機能、テンプレート、サービス、およびユーザの設定

Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
グループのコール

ピックアップ

ユーザは、自分のグループまたは他のグ

ループへの着信コールをピックアップ

できます。

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション
ガイド』の「コール ピックアップ

グループ」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「コー

ル ピックアップ グループ」の章

保留 ユーザは、接続されたコールをアクティ

ブな状態から保留状態に移行できます。

• 設定は必要ありません。ただし、保

留音を使用する場合には必要です。

この表の「保留音」を参照してくだ

さい。

• また、この表の「保留復帰」も参照

してください。

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定の参照先
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第 5 章      機能、テンプレート、サービス、およびユーザの設定

Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
保留復帰 コールの保留時間を制限します。制限時

間が経過すると、コールは保留にした側

の電話機に復帰し、ユーザにアラートが

通知されます。

復帰コールの通知は、着信コールの場合

とは異なり、1 回の呼出音（回線の新規

コール インジケータの設定によっては

ビープ音）によって行われます。この通

知は、コールが再開されるまで、一定の

間隔で繰り返されます。

コールが保留復帰した場合は、さらに、

コール バブルにアニメーションのアイ

コンが表示され、ステータス行に簡潔な

メッセージが表示されます。

コールのフォーカス優先度を着信コー

ルまたは復帰コールのどちらかに設定

できます。

この機能の設定方法の詳細については、

『Cisco Unified Communications Manager

機能およびサービス ガイド』の「保留

復帰」の章を参照してください。

ハント グループ 主要な電話番号へのコールに対して、

ロード シェアリングを行います。ハン

ト グループには、着信コールに応答で

きる一連の電話番号が含まれています。

ハント グループ内の最初の電話番号が

話し中の場合、システムは、グループ内

で次に使用可能な電話番号を所定の順

序で検索して特定し、その電話機にコー

ルを転送します。

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション 
ガイド』の「ハント リストの設定」

の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の

「ルート プランの概要」の章

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定の参照先
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Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
即時転送 ユーザは、呼び出し中のコール、接続さ

れたコール、または保留中のコールを、

ボイス メッセージ システムに直接転送

できます。コールを転送した場合、その

回線は新しいコールの発信または受信

に使用できるようになります。

詳細については、『Cisco Unified 

Communications Manager 機能および

サービス ガイド』の「即時転送」の章

を参照してください。

即時転送（拡張） ユーザは、着信コールをユーザのボイス

メッセージ システムまたは最初の着信

側のボイス メッセージ システムに直接

転送できます。

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager 機能およびサービス ガイ
ド』の「コールパークとダイレクト

コールパーク」の章

参加

（SCCP 電話機の

み）

ユーザは、［参加］ソフトキーを使用し

てアドホック会議を開始できます。

参加機能によって、打診コールが作成さ

れたり、アクティブなコールが保留に

なったりすることはありません。参加機

能では、3 つ以上のコールを含めること

ができます。この場合、1 つのコールに

4 者以上が参加します。

詳細については、『Cisco Unified 

Communications Manager システム ガイ

ド』の「Cisco Unified IP Phone」の章を

参照してください。

ハント グループか

らのログアウト

ユーザは、コールを受けることができな

い場合に、ハント グループからログア

ウトし、一時的にユーザの電話機で呼出

音が鳴らないようにすることができま

す。ハント グループからログアウトし

ても、ハント グループ以外のコールで

は、引き続き電話機で呼出音が鳴りま

す。

参照先

• P.5-24 の「ソフトキー テンプレート

の設定」を参照してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の

「ルート プランの概要」の章

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定の参照先
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第 5 章      機能、テンプレート、サービス、およびユーザの設定

Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
迷惑呼 ID（MCID）

（SCCP 電話機の

み）

ネットワークに着信するコールの発信

元を識別および登録するように Cisco

Unified Communications Manager に要求

して、悪意のあるコールを報告できま

す。

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「Cisco
Unified IP Phone」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager 機能およびサービス ガイ
ド』の「迷惑呼 ID」の章

ミートミー会議 他の発信者が会議に参加できます。 詳細については、『Cisco Unified 

Communications Manager アドミニスト

レーション ガイド』の「ミートミー番

号 / パターンの設定」および「会議ブ

リッジの設定」の章を参照してくださ

い。

メッセージ受信 ユーザ宛ての新着ボイス メッセージが

1 つ以上あることを通知します。

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション
ガイド』の「メッセージ受信の設

定」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「Cisco
Unified Communications Manager へ
のボイスメールの接続性」の章

モバイル コネクト ユーザは、1 つの電話番号を使用してビ

ジネス コールを管理することや、デス

クトップ電話機および携帯電話で進行

中のコールをピックアップすることが

できます。 

詳細については、『Cisco Unified 

Communications Manager 機能および

サービス ガイド』の「モバイル コネク

トとモバイル ボイス アクセス」の章を

参照してください。

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定の参照先
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Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
モバイル ボイス

アクセス

モバイル コネクト機能が拡張され、

ユーザは Interactive Voice Response（IVR;

自動音声応答）システムにアクセスし

て、携帯電話などのリモート デバイス

からコールを発信できるようになりま

す。 

詳細については、『Cisco Unified 

Communications Manager 機能および

サービス ガイド』の「モバイル コネク

トとモバイル ボイス アクセス」の章を

参照してください。

Multilevel 

Precedence and 

Preemption

（MLPP）

（SCCP 電話機の

み）

適切に検証されたユーザは、プライオリ

ティ コールを発信できます。必要に応

じて、プライオリティの低い電話コール

よりも高い優先順位を獲得できます。優

先権を持つコールの転送には、Call

Forward Alternate Party（CFAP）機能を使

用することもできます。

詳細については、『Cisco Unified 

Communications Manager 機能および

サービス ガイド』の「Multilevel 

Precedence and Preemption」の章を参照

してください。

保留音 発信者が保留状態になっている間、音楽

を再生します。

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション
ガイド』の「保留音オーディオ ソー

スの設定」および「保留音サーバの

設定」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「保留

音」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager 機能およびサービス ガイ
ド』の「保留音」の章

オンフック コール

転送

ユーザは、［転送］ソフトキーを 1 回押

すだけで電話機をオンフックにして、

コール転送を完了できます。

『Cisco Unified Communications Manager

システム ガイド』の「Cisco Unified IP

Phone」の章を参照してください。

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定の参照先
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Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
他のグループの

ピックアップ

 ユーザは、ユーザのグループに関連付

けられている別のグループの電話機で

呼出音が鳴っている場合に、そのコール

に応答できます。この表の「コール ピッ

クアップ」および「グループのコール

ピックアップ」も参照してください。

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション
ガイド』の「コール ピックアップ

グループ」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「コー

ル ピックアップ グループ」の章

Private Line 

Automated 

Ringdown

（PLAR）

Cisco Unified Communications Manager の

管理者は、ハンドセットをオフ フック

にすると Cisco Unified IP Phone がただ

ちにダイヤルする電話番号を設定でき

ます。この機能は、緊急連絡や「ホット

ライン」の番号にコールするための電話

機を用意する場合に役立ちます。

PLAR を設定する方法については、

『Cisco Unified Communications Manager

システム ガイド Release 6.1』の「ダイヤ

ル ルールの概要」の章を参照してくだ

さい。 

プライバシー 回線を共有しているユーザが、コールに

自分を追加すること、および他のユーザ

のコールに関する情報を電話スクリー

ンに表示することを禁止します。

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション 
ガイド』の「Cisco Unified IP Phone 
の設定」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager 機能およびサービス ガイ
ド』の「割り込みとプライバシー」

の章

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定の参照先
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Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
Quality Reporting 

Tool（QRT）

ユーザは、電話機の［品質］ソフトキー

を使用して、問題のあるコールに関する

情報を送信することができます。QRT

は、QRT に必要なユーザ インタラク

ションの量に応じて、2 つのユーザ モー

ドのどちらかに設定できます。

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager 機能およびサービス ガイ
ド』の「Quality Report Tool」の章

リダイヤル Cisco Unified IP Phone で直近にダイヤ

ルされた番号をリダイヤルします。

設定は必要ありません。

呼出音設定 電話機に別のアクティブ コールが到着

したときに、回線で使用される呼出音タ

イプを指定します。

詳細については、『Cisco Unified 

Communications Manager アドミニスト

レーション ガイド』の「電話番号の設

定」の章を参照してください。

セキュアな会議 • セキュアな電話機から、セキュアな

会議ブリッジを使用して会議コー

ルを発信することができます。

• ［会議］、［参加］、［C 割込］、［割込

み］ソフトキーまたはミートミー会

議を使用して新しい参加者を追加

した場合、すべての参加者がセキュ

アな電話機を使用しているときは、

セキュア コール アイコンが表示さ

れます。

• 会議リストには、会議参加者それぞ

れのセキュリティ レベルが表示さ

れます。開催者は、会議リストから

非セキュアな参加者を削除できま

す（［AdvanceAdhocConference］パ

ラメータが設定されている場合は、

開催者以外でも会議参加者を追加

または削除できます）。

セキュリティの詳細については、「サ

ポートされているセキュリティ機能の

概要」の項を参照してください。 

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「会

議ブリッジ」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション 
ガイド』の「会議ブリッジの設定」

の章

• Cisco Unified Communications 

Manager セキュリティ ガイド 

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定の参照先
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Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
サービス Cisco Unified Communications Manager の

管理ページにある［IP Phone サービスの

設定（IP Phone Services Configuration）］

メニューを使用して、ユーザが登録でき

る電話サービスのリストを定義および

管理できます。

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション 
ガイド』の「Cisco Unified IP Phone 
の設定」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone サービス」

の章

サービス URL ボ

タン

情報サービスにワンタッチでアクセス

できます。

設定の手順については、『Cisco Unified

Communications Manager アドミニスト

レーション ガイド』を参照してくださ

い。

シェアドライン ユーザは、複数の電話機で同じ電話番号

を共有したり、電話番号を同僚と共有し

たりできます。

詳細については、『Cisco Unified 

Communications Manager システム ガイ

ド』の「Cisco Unified IP Phone」の章を

参照してください。

サイレント モニタ

リング

スーパーバイザは、通話者に気づかれず

に、アクティブなコールを録音できま

す。スーパーバイザの音声は、コールの

どちら側の通話者にも聞こえません。

コールがモニタされている間、ユーザに

は断続音（ビープ音）が聞こえる場合が

あります。

詳細については、『Cisco Unified 

Communications Manager 機能および

サービス ガイド』の「モニタリングと

録音」の章を参照してください。

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）
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Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
ワンボタン割り込

み

ユーザは、回線キーを押すことで、リ

モートで使用中のコールに対して割り

込みまたは C 割り込みを行うことがで

きます。 

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション 
ガイド』の「Cisco Unified IP Phone 
の設定」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager 機能およびサービス ガイ
ド』の「割り込みとプライバシー」

の章

短縮ダイヤル 記憶されている指定番号をダイヤルし

ます。

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション
ガイド』の「Cisco Unified IP Phone
の設定」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone」の章

Time-of-Day ルー

ティング

指定したテレフォニー機能へのアクセ

スを時間帯によって制限します。

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション 
ガイド』の「時間帯の設定」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の

「Time-of-Day ルーティング」の章

転送 アクティブなコールを別の電話番号に

転送します。

設定は必要ありません。

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）
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Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
ボイス メッセージ

システム

コールに応答がない場合に、発信者がボ

イス メッセージを残せるようにしま

す。

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション 
ガイド』の「Cisco ボイスメール 
ポートの設定」の章

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の

「Cisco Unified Communications 
Manager へのボイスメールの接続

性」の章

ビデオ モード

（7911G のみ）

ユーザは、システムに設定されている

モードに応じて、ビデオ会議を表示する

ためのビデオ表示モードを選択できま

す。 

参照先：

• 『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション 
ガイド』の「会議ブリッジの設定」

の章 

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「ビ

デオ テレフォニーの概要」の章 

ビデオ サポート

（7911G のみ）

電話機でビデオ サポートを有効にしま

す。 

詳細については、次のマニュアルを参照

してください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager アドミニストレーション 
ガイド』の「会議ブリッジの設定」

の章 

• 『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「ビ

デオ テレフォニーの概要」の章 

• 『Cisco VT Advantage アドミニスト
レーション ガイド』の「Cisco VT
Advantage の概要」の章 

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定の参照先
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社内ディレクトリとパーソナル ディレクトリの設定
社内ディレクトリとパーソナル ディレクトリの設定
Cisco Unified IP Phone 7906G および 7911G では、ユーザは［ディレクトリ］メ

ニューを使用していくつかのディレクトリにアクセスできます。このディレクト

リには次のものがあります。

• 社内ディレクトリ：ユーザが、同僚の電話番号を調べることができます。

この機能をサポートするには、社内ディレクトリを設定する必要がありま

す。詳細については、P.5-21 の「社内ディレクトリの設定」を参照してくだ

さい。

• パーソナル ディレクトリ：ユーザが、一連の個人の番号を保存できます。

この機能をサポートするには、パーソナル ディレクトリを設定するための

ソフトウェアをユーザに提供する必要があります。詳細については、

P.5-22 の「パーソナル ディレクトリの設定」を参照してください。

LDAP ディレクトリの設定が完了すると、ユーザは Cisco Unified IP Phone で社内

ディレクトリ サービスを使用して、社内ディレクトリでユーザを検索できるよ

うになります。 

社内ディレクトリの設定

Cisco Unified Communications Manager では、Cisco Unified Communications Manager

と連動する Cisco Unified Communications Manager アプリケーションのユーザの

認証情報と認可情報を保存するために、Lightweight Directory Access Protocol

（LDAP）ディレクトリを使用しています。認証とは、ユーザがシステムにアクセ

スする権利を確立することです。認可とは、ユーザが使用を許可されるテレフォ

ニー リソース、たとえば特定の電話内線などを識別することです。

これらの機能をインストールおよび設定するには、『Cisco Customer Directory

Configuration Plugin インストレーション ガイド』を参照してください。このマ

ニュアルでは、Cisco Unified Communications Manager を Microsoft Active Directory

および Netscape Directory Server と統合するための設定プロセスについて説明し

ています。

LDAP ディレクトリの設定が完了すると、ユーザは Cisco Unified IP Phone で社内

ディレクトリ サービスを使用して、社内ディレクトリでユーザを検索できるよ

うになります。 
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パーソナル ディレクトリの設定

パーソナル ディレクトリは、次の機能で構成されています。

• Personal Address Book（PAB; 個人アドレス帳）

• 個人ファースト ダイヤル（ファースト ダイヤル）

• Address Book Synchronizer ユーティリティ

パーソナル ディレクトリを Web ブラウザから設定するには、ユーザが自分の

Cisco Unified Communications Manager ユーザ オプション Web ページにアクセス

する必要があります。管理者は、ユーザに対して URL とログイン情報を提供す

る必要があります。 

Microsoft Outlook と同期化するには、管理者から提供される Cisco Unified IP

Phone Address Book Synchronizer ユーティリティをユーザがインストールする必

要があります。ユーザに配布するこのソフトウェアを入手するには、Cisco Unified

Communications Manager の管理ページで［アプリケーション］>［プラグイン］

を選択し、［Cisco Unified IP Phone Address Book Synchronizer］を見つけてクリッ

クします。
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電話ボタン テンプレートの変更
電話ボタン テンプレートを使用すると、電話ボタンに機能を割り当てることが

できます。Cisco Unified IP Phone 7906G および 7911G の場合、テンプレートで設

定できるのはプライバシー機能（［ヒツウチ］ソフトキー）のみです。

テンプレートの変更は、可能な限り電話機をネットワークに登録する前に行って

ください。この順序に従うと、登録の実行中、カスタマイズした電話ボタン テ

ンプレート オプションに Cisco Unified Communications Manager からアクセスで

きます。

電話ボタン テンプレートを変更するには、Cisco Unified Communications Manager

の管理ページで、［デバイス］>［デバイスの設定］>［電話ボタンテンプレート］

を選択します。電話ボタン テンプレートを電話機に割り当てるには、Cisco Unified

Communications Manager の管理ページの［電話の設定（Phone Configuration）］ウィ

ンドウにある［電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）］フィールドを

使用します。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニス

トレーション ガイド』および『Cisco Unified Communications Manager システム ガ

イド』を参照してください。
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ソフトキー テンプレートの設定
ソフトキー テンプレートの設定
Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用して、Cisco Unified IP

Phone 7906G および 7911G でサポートされているアプリケーションに関連付け

られたソフトキーを管理できます。Cisco Unified Communications Manager では、

標準と非標準という 2 タイプのソフトキー テンプレートをサポートしています。

標準ソフトキー テンプレートには、Standard User および Standard Feature が含ま

れています。ソフトキーをサポートするアプリケーションには、標準ソフトキー

テンプレートを 1 つ以上関連付けることができます。標準ソフトキー テンプレー

トを修正するには、テンプレートのコピーを作成し、新しい名前を付けて、その

コピーしたソフトキー テンプレートをアップデートします。非標準のソフト

キー テンプレートも修正できます。

標準ソフトキー テンプレートを使用することをお勧めします。このテンプレー

トでは、プログラム可能なボタンにすでに割り当てられている機能は除外され、

使用頻度の高い機能セットだけが定義されています。電話機に同時に表示される

ソフトキーの数が少なくなるため、ユーザが［次へ］ソフトキーを押す必要はな

くなります。詳細については、P.5-23 の「電話ボタン テンプレートの変更」を

参照してください。

ソフトキー テンプレートを設定するには、Cisco Unified Communications Manager

の管理ページで、［デバイス］>［デバイスの設定］>［ソフトキーテンプレート］

を選択します。ソフトキー テンプレートを電話機に割り当てるには、Cisco Unified

Communications Manager の管理ページの［電話の設定（Phone Configuration）］ペー

ジにある［ソフトキーテンプレート（Softkey Template）］フィールドを使用しま

す。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレー

ション ガイド』および『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』

を参照してください。
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サービスのセットアップ
サービスのセットアップ
ユーザは、Cisco Unified IP Phone のサービス ボタンを使用して Cisco Unified IP

Phone のサービスにアクセスできます。これらのサービスは、テキストと画像に

よるインタラクティブ コンテンツを電話機に表示するための XML アプリケー

ションを構成しています。サービスの例としては、映画の上映時刻、株式相場、

天気予報などがあります。

ユーザがサービスにアクセスできるようにするには、次の作業が必要です。

• 管理者が Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用して、使

用可能なサービスを設定する必要があります。

• ユーザは、Cisco Unified IP Phone のユーザ オプション ページを使用して、

サービスに登録する必要があります。この Web ベース アプリケーションは、

IP Phone のアプリケーションをエンドユーザが設定するための限定的なグ

ラフィカル ユーザ インターフェイス（GUI）を提供します。

サービスをセットアップする前に、セットアップするサイトの URL をあらかじ

め収集し、それらのサイトにユーザが社内の IP テレフォニー ネットワークから

アクセスできることを確認しておきます。 

これらのサービスをセットアップするには、Cisco Unified Communications

Manager の管理ページで、［デバイス］>［デバイスの設定］>［IP Phone サービ

ス］を選択します。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager ア

ドミニストレーション ガイド』および『Cisco Unified Communications Manager シ

ステム ガイド』を参照してください。

これらのサービスを設定した後、Cisco Unified Communications Manager ユーザ オ

プション Web ベース アプリケーションにユーザがアクセスできることを確認し

ます。ユーザは、設定済みのサービスをこのアプリケーションで選択し、サービ

スに登録することができます。エンド ユーザに提供する必要のある情報の要約

については、P.A-4 の「サービスへの登録方法および電話機能の設定方法」を参

照してください。
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Cisco Unified Communications Manager へのユーザの追
加

ユーザを Cisco Unified Communications Manager に追加すると、ディレクトリ情報

やパスワードなど、ユーザに関する情報を表示および管理できるようになりま

す。

（注） LDAP ディレクトリ ユーザのパスワード ルールを管理するには、Cisco Unified
Communications Manager と統合されたディレクトリ サーバ アプリケーションを

使用して、パスワードの有効期限と構文を設定します。サポートされているディ

レクトリ サーバの詳細およびリストについては、『Cisco Customer Directory
Configuration Plugin インストレーション ガイド』を参照してください。 

Cisco Unified Communications Manager に追加されたユーザは、次の操作を実行で

きます。

• Cisco Unified IP Phone から、社内ディレクトリや他のカスタマイズ済みディ

レクトリにアクセスする。

• パーソナル ディレクトリを作成する。

• 短縮ダイヤルとコール転送の番号をセットアップする。

• Cisco Unified IP Phone からアクセスできるサービスに登録する。

ユーザを Cisco Unified Communications Manager に追加するには、次のいずれかの

方法を使用します。

• ユーザを 1 名ずつ追加するには、Cisco Unified Communications Manager の管

理ページで、［ユーザ管理］>［エンドユーザ］を選択します。 

ユーザの追加方法の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager
アドミニストレーション ガイド』を参照してください。ユーザ情報の詳細

については、『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』を参

照してください。

• ユーザを一括して追加するには、一括管理ツール（BAT）を使用します。こ

の方法では、すべてのユーザに対して同一のデフォルト パスワードを設定

することもできます。
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ユーザ オプション Web ページの管理
詳細については、『Bulk Administration Tool ユーザ ガイド for Cisco Unified
Communications Manager』を参照してください。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration
ガイド』を参照してください。

ユーザ オプション Web ページの管理
ユーザ オプション Web ページでは、電話機のいくつかの機能や設定値をユーザ

がカスタマイズおよび制御できます。ユーザ オプション Web ページの詳細につ

いては、『Cisco Unified IP Phone 7906G/7911G 電話ガイド』を参照してください。

ユーザ オプション Web ページへのユーザ アクセスの有効化

ユーザがユーザ オプション Web ページにアクセスできるようにするには、管理

者が Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用して、ユーザを標

準 Cisco Unified Communications Manager エンド ユーザ グループに追加しておく

必要があります。ユーザを追加するには、［ユーザ管理］>［ユーザグループ］を

選択します。

詳細については、次のマニュアルを参照してください。

• 『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』の

「ユーザ グループの設定」の章

• 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「権限とユーザ

グループ」の章

ユーザ オプション Web ページに表示するオプションの指定

ユーザ オプション Web ページには、デフォルトではほとんどのオプションが表

示されます。ただし、次のオプションは、システム管理者が Cisco Unified

Communications Manager の管理ページで［エンタープライズパラメータ設定

（Enterprise Parameters Configuration）］の設定値を使用して設定する必要がありま

す。

• Show Ring Settings
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ユーザ オプション Web ページの管理
• Show Line Text Label Settings

• Show Call Forwarding

（注） この設定値は、サイトのすべてのユーザ オプション Web ページに適用されます。

ユーザ オプション Web ページに表示されるオプションを変更するには、次の手

順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、［システム］>［エンター

プライズパラメータ］を選択します。

［エンタープライズパラメータ設定（Enterprise Parameters Configuration）］ウィン

ドウが表示されます。

ステップ 2 ［CCMUser Parameters］領域で、各パラメータ値のドロップダウン リスト ボック

スから次のいずれかの値を選択し、パラメータをユーザ オプション Web ページ

に表示するかどうかを指定します。

• True：オプションをユーザ オプション Web ページに表示する（デフォルト）。

• False：オプションをユーザ オプション Web ページに表示しない。

• Show All Settings：コール転送のすべての設定をユーザ オプション Web ペー

ジに表示する（デフォルト）。

• Hide All Settings：コール転送の設定をユーザ オプション Web ページに表示

しない。

• Show Only Forward All：不在転送の設定だけをユーザ オプション Web ペー

ジに表示する。
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